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BELS 非住宅及び共同住宅共用部における｢エネルギー消費性能計算プログラム｣への 

入力内容の変更について 

 

平成 27 年 9 月 25 日 

一般社団法人住宅性能評価・表示協会 

 

 

■変更内容 

 

（※1）｢エネルギー消費性能計算プログラム（非住宅版）の解説 平成 29 年 6 月 国土

交通省国土技術政策総合研究所、国立研究開発法人建築研究所｣ に基づく運用 

P9（2）⑩延べ面積 抜粋 

⑥⑦⑧⑨⑩：構造、階数、敷地面積、建築面積、延べ面積 

・  確認申請時の情報を入力する。 

・ 「構造」は文字列で入力し、「鉄骨鉄筋コンクリート造」や「SRC 造」のように入

力する。 

・ 「階数」、「敷地面積」、「建築面積」、「延べ面積」は数値で入力する。 

・  延べ面積は建物全体の床面積であり、後述する各設備の一次エネルギー消費量計    

算対象室の床面積合計とは異なる。（延べ面積には設備が設置されていない室の面 

積が含まれる） 

・ これらの情報は一次エネルギー消費量の計算には使われない。 

 

（※2）BELS についての Q＆A に基づく運用 

B1-7 抜粋 

QAB1-7 

質疑：非住宅計算プログラム（標準入力法）に入力する「面積」について、以下のとお

りと解してよいか。 

・様式 0 に入力する「延べ面積」・・・建築基準法に基づく延べ面積 

・基本情報に入力する「延床面積」・・・一次エネルギー消費量計算の対象としている

面積（必ずしも基準法に基づく延べ面積と同一にならない） 

   

回答：貴見のとおりです。 

 

項目 10 月 1 日以降 
（参考）～9 月 30

日まで 

エネルギー消費性能計算プログラム

（以下｢WEB プログラム｣）上の｢延べ

面積｣（以前、｢延床面積｣） 

確認申請時の建築

物全体の延べ面積

（※1） 

計算対象面積 

（※2） 

http://www.kenken.go.jp/becc/documents/building/Manual/webprov2_manual_20170630.pdf
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■10 月 1 日以降 

WEB プログラムの基本情報｢延べ面積（以前｢延床面積｣）｣に確認申請時の建築物全

体の延べ面積を入力し、計算結果出力 PDF の｢延床面積｣（①）と評価書発行システム

の基本情報｢延べ面積｣（②）の入力値の整合を確認。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

② 延べ面積 

① 延床面積 

延べ面積（以前｢延床面積｣） 

※確認申請時の建築物全体の延べ面積 

整合確認 

※WEB プログラム（9 月 19 日時点） 

反映 

1,000 

1,000 
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（参考）2017 年 9 月 30 日まで 

 WEB プログラムの基本情報｢延べ面積（以前｢延床面積｣）｣に計算対象面積を入力

し、計算結果出力 PDF の｢延床面積｣（③）と評価書発行システムの基本情報｢床面積｣

（④）の入力値の整合を確認。 

 

 

 

 

 

 

 

  

反映 

延べ面積（以前｢延床面積｣） 

※計算対象面積を入力 

※WEB プログラム（9 月 19 日時点） 

④ 床面積 

整合確認 

※共同住宅共用部分のみの場合。 

③ 延床面積 

④ 床面積（合算） 

整合確認 

反映 
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■その他の注意点 

  ・BELS 評価書と WEB プログラムの計算結果の相違について 

BELS 評価書に記載される単位床面積当たりの設計・基準一次エネ（その他除き）

の数値（下図⑤）と、WEB プログラムの算定結果の数値（下図⑥）に異なる数値が

表示されることとなります。 

具体的には、⑤は計算対象面積で割られた値、⑥は確認申請時の建築物全体の延べ

面積で割られた値が表示されます。 

 

  ・評価書発行システムの入力内容について 

評価書発行システムに入力する単位床面積当たりの設備毎の設計、基準一次エネ

ルギー消費量（MJ/㎡・年)は、WEB プログラムの算定結果の数値（MJ/㎡・年）（下

図⑦）の入力をいただくことで変更はございません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・9 月 30 日までの登録物件について 

BELS 評価書発行システムにおいては、｢評価書発行の取消｣ボタン等が押された

場合でも、WEB プログラムの算定結果に計算対象面積（P3（参考））が入力されて

いるものとして計算が行なわれることとなります。 

 

 

以上 

⑥ 
⑤ 

⑦ 


